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秋・近隣の文化、芸術を訪ねてみませんか！

十
月
の
声
を
聞
く
と
急
に

日
の
落
ち
る
の
が
早
く
な
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
厳

し
い
残
暑
か
ら
一
転
し
て
新

涼
を
通
り
越
し
て
、
秋
冷
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

か
ら
だ
が
つ
い
て
い
く
の

が
大
変
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
自

愛
下
さ
い
。

編

集

後

記

AREA GUIDE 3

Living by Design
Green Scape

住所：目黒区上目黒1-18-4
　　　セルジエ102
　　　（目黒川沿い、別所橋近く）
TEL：03-5721-1661
営業時間　11：00～20：00
定休日　水曜日

『グリーンスケープ』は、「暮らしの

中に季節感を取り入れて豊かに暮ら

す」をコンセプトにしたお店。テーブ

ルウエア・食器・インテリア小物などが

おしゃれに並んでいるが、一際目を引

くのが小ぶりの盆栽類。値段も苔玉

1890円～、鉢植え3150円～と手頃な

物もあるが、鉢の部分も店主がこだ

わってセレクトしているので植物と鉢のバランスがとてもいい。

季節ごとにインテリアの楽しみ方の提案も展示しているが、今は

火鉢・座布団・ミニ盆栽などでコーディネートした（写真下）冬バー

ジョンを展示中。日本の和を感じる安らぎの空間が演出されている。

暮らしに季節を取り入れ
「ゆったり」を楽しむ

文
化
・
芸
術
に
親
し
む
秋
。
今
回
は
中
目
黒
Ｇ
Ｔ

か
ら
、
ひ
と
足
延
ば
し
て
楽
し
む
、
地
元
近
隣
の
文

化
施
設
や
ス
ポ
ッ
ト
、
中
目
黒
在
住
の
彫
刻
家
・
新

制
作
協
会
彫
刻
部
会
員
、
平
山
隆
也
氏
の
ご
紹
介
！

平
山
氏
の
工
房
は
、
祐
天
寺
近
く
の
住
宅
街
に
あ

る
。
入
口
の
扉
を
開
け
る
と
正
面
に
高
さ
2.5
ｍ
も
あ

る
巨
大
な
馬
の
像
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
作
品

名
は
〝
な
ん
だ
お
前
は
！
と
嘶
く
〞
。
ワ
ッ
シ
ャ
ー

を
組
み
合
わ
せ
た
鉄
製
の
彫
刻
だ
が
、
後
足
で
立
ち

上
る
様
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
て
い
る
。
向
か
い
に

は
小
さ
な
も
う
一
体
の
馬
が
。
互
い
に
牽
制
す
る
様

は
、
何
か
人
間
の
心
の
掛
け
引
き
の
様
で
深
層
心
理

を
垣
間
見
る
思
い
が
す
る
。

平
山
氏
は
東
京
芸
術
大
学
彫
刻
科
卒
業
後
、
地
元
、

駒
沢
通
り
沿
い
の
加
藤
園
芸
刃
物
店
で
鍛
造
・
溶

接
な
ど
の
技
術
を
学
ん
だ
。
そ
の
技
術
を
生
か
し
、

こ
の
〝
馬
〞
を
制
作
。
そ
の
後
長
い
事
、
こ
の
作
品

は
府
中
競
馬
場
に
飾
ら
れ
て
い
た
が
、
40
年
を
経
て

こ
の
度
手
元
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
、
思
い
入
れ
の

あ
る
作
品
だ
。
つ
い
先
日
、
上
野

の
東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

第
69
回
新
制
作
展
に
出
展
さ
れ
た
。

こ
の
工
房
に
は
他
に
も
大
理
石

や
鉄
製
の
彫
刻
が
立
ち
並
ん
で
い

る
が
一
段
と
目
を
引
く
作
品
が
あ

る
。
そ
れ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
産

の
貴
石
、
オ
ニ
ッ
ク
ス
で
作
ら
れ

た
彫
刻
２
点
。
そ
の
中
で
も
特
に

〝
羽
化
の
刻
〞
は
〝
カ
ワ
カ
ゲ

ロ
ー
〞
の
数
万
匹
の
爆
発
的
な

羽
化
の
神
秘
を
、
等
身
大
の
女
性

像
で
表
現
し
た
も
の
だ
が
、
石
の

紋
様
の
複
雑
さ
を
見
事
に
生
か
し

た
作
品
。
こ
の
石
は
現
代
彫
刻
美

術
館
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

現
代
彫
刻
美
術
館
は
、
平
山
氏
の

工
房
か
ら
徒
歩
で
５
分
程
の
所
に

あ
る
。
平
山
氏
の
作
品
の
他
、
現

在
活
躍
中
の
作
家
の
数
多
く
の
彫

刻
が
展
示
し
て
あ
る
の
で
、
こ
の

秋
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
？

い
な
な

GTの近くで楽しめる秋の文化
地元彫刻家

平山隆也氏の作品も…

▲工房での平山隆也氏
　平山氏は郷土研究家・平山元也氏のご兄弟

▲本館と屋外展示場4つがある

現
代
彫
刻
美
術
館

【
目
黒
区
中
目
黒
4
―
12
―
18
】

現
代
彫
刻
美
術
館
は
、
宗
教
法

人
長
泉
院
附
属
の
美
術
館
。
教
化

事
業
の
一
環
と
し
て
、
二
十
世
紀

後
半
以
降
活
躍
し
た
日
本
の
彫
刻

Ｇ
Ｔ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

★

★

★

★

募

集

★

★

★

★

そ
ろ
そ
ろ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
は

よ
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

Ｇ
Ｔ
で
は
、
今
年
も
タ
ワ
ー
前

広
場
の
樹
木
を
は
じ
め
シ
ン
ボ
ル

ツ
リ
ー
の
く
す
の
き
な
ど
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
十
一
月
か
ら
年
明
け

ま
で
の
期
間
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
古
代
の
行
列

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間
中
の
十
二

月
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の

二
週
間
、
古
代
の
行
列
と
題
し
て

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ロ
ー
ソ
ク
を
灯

す
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

○
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
募
集

「
古
代
の
行
列
」
の
期
間
、
趣
向

を
凝
ら
し
一
般
か
ら
公
募
に
よ
り

寄
せ
ら
れ
た
「
私
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
展
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ

リ
一
点
、
特
別
賞
を
選
出
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

応
募
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は

左
記
に
ど
う
ぞ
。

㈱
ア
ー
ト
フ
ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

電
話

三
四
七
六
―
四
八
六
八

㈱
中
目
黒
ジ
ー
テ
ィ
ー

電
話

五
七
〇
四
―
〇
〇
四
六

中
目
黒
の
お
ま
つ
り

阿
波
お
ど
り
・
よ
さ
こ
い

▲昨年12月話題を提供した「古代の行列」

お
馴
染
み
の
中
目
黒
夏
ま
つ
り

が
去
る
八
月
六
日
、
七
日
の
両
日

目
黒
銀
座
を
中
心
に
開
か
れ
、
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

人
気
の
阿
波
お
ど
り
は
、
今
年

が
四
十
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り

各
連
と
も
趣
向
し
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

Ｇ
Ｔ
で
は
、
両
日
と
も
第
六
天

社
前
に
テ
ン
ト
二
張
り
、
イ
ス
百

脚
を
用
意
し
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
六
天
社

九
月
例
祭

お
ま
つ
り
の
準
備
中
に
突
然
の

雷
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
小
降
り

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
中
目
黒
八
幡

の
岡
部
宮
司
さ
ん
の
も
と
、
崇
敬

会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
無
事
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

次
の
例
祭
は
、
来
年
一
月
で
す
。

中
目
黒
八
幡
ま
つ
り

こ
の
地
域
の
氏
神
様
で
あ
る
八

幡
神
社
の
秋
季
祭
礼
が
九
月
十
七

・
十
八
日
の
両
日
催
さ
れ
、
お
神

輿
が
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

十
七
日
は
子
供
神
輿
、
十
八
日

は
大
人
神
輿
が
Ｇ
Ｔ
で
休
憩
を
と

ら
れ
、
Ｇ
Ｔ
で
は
両
日
と
も
皆
さ

ん
で
心
の
こ
も
る
接
待
を
い
た
し

ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
も
と
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲中目黒夏まつり�
　GTタワー前でのデモンストレーション

▲地元宮脇会のおみこしワッショイ
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「
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕
事
が
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
実
家
の
家
業
を
振

り
返
り
、こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
修
行

と
し
て
神
田
の
老
舗
の
花
屋
に
２
年
半
位

い
ま
し
た
が
そ
こ
で
花
の
奥
深
さ
を
知
り
、

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
も
っ
と
深
く
勉
強
し

た
い
と
思
い
、そ
の
後
カ
ナ
ダ
に
２
年
程
留

学
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
多
く
の
ア
イ
デ
ア

を
生
か
し
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
学
び

自
分
の
仕
事
に
も
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。

帰
国
し
て
か
ら
は
両
親
と
、こ
の
店
を
や
っ

て
い
ま
す
が
中
目
黒
の
お
客
様
は
目
が
肥

え
て
い
る
の
で
当
店
な
ら
で
は
の
品
揃
え

と
ア
イ
デ
ア
を
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
自
分
は
店
頭
で
の
接
客
の
他
、
会
社
の

ロ
ビ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
や
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
フ

ラ
ワ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
も
や
っ
て
い
ま
す
」
。

店長　伊藤義明さん

花という素材を通して自分を表現できたら

営業時間

「フラワーいとう」が開いている
フラワースクールの生徒作品展
が11月19日・20日、上目黒3丁
目加藤邸にて開かれます。詳し
くは店頭にてお尋ねください。

五

百

羅

漢

寺

【
目
黒
区
下
目
黒
3
―
20
―
11
】

目
黒
不
動
尊

瀧
泉
寺

【
目
黒
区
下
目
黒
3
―
20
―
26
】

平
安
時
代
（
八
百
八
年
）
慈
覚

大
師
・
円
仁
が
自
ら
像
を
彫
刻
し
、

安
置
し
た
こ
と
が
始
ま
り
。
こ
の

ご
尊
像
は
十
二
年
に
一
度
の
酉
年

に
ご
開
帳
さ
れ
る
。
関
東
最
古
の

不
動
霊
場
で
あ
り
、
熊
本
の
木
原

不
動
尊
、
千
葉
の
成
田
不
動
尊
と

併
せ
て
日
本
三
大
不
動
の
一
つ
に

あ
げ
ら
れ
る
程
有
名
な
不
動
。

毎
月
二
十
八
日
に
開
か
れ
る
縁

日
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
る
が
、

十
月
二
十
八
日
に
開
か
れ
る
「
甘

藷
ま
つ
り
」
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
こ

れ
は
日
本
に
さ
つ
ま
い
も
の
栽
培

を
広
め
た
青
木
昆
陽
の
墓
が
目
黒

不
動
尊
裏
山
に
現
存
す
る
こ
と
か

ら
遺
徳
を
偲
び
開
か
れ
る
も
の
で
、

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
の
販
売
な
ど
露
店
が
並
ぶ
。

今
年
も
十
月
二
十
八
日
、
朝
十

時
よ
り
境
内
に
て
地
方
物
産
展
や

サ
ツ
マ
イ
モ
の
無
料
配
布
な
ど
が

行
わ
れ
る
予
定
。

元
禄
時
代
、
松
雲
元
慶
禅
師
が

江
戸
の
町
中
か
ら
か
き
集
め
た
浄

財
を
も
と
に
、
十
数
年
の
歳
月
を

か
け
て
作
り
あ
げ
た
羅
漢
像
の
数
々
。

五
百
体
以
上
作
ら
れ
て
か
ら
既
に

三
百
年
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
が
、

現
存
す
る
の
は
三
百
五
体
。
こ
れ

は
東
京
都
重
要
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
部
は

昭
和
五
十
六
年
に
作
ら
れ
た
本
堂
、

羅
漢
堂
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
羅

漢
像
は
そ
れ
ぞ
れ
表
情
が
異
な
り
、

何
か
を
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な

不
思
議
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
。

大

円

寺

【
目
黒
区
下
目
黒
1
―
8
―
5
】

目
黒
駅
か
ら
徒
歩
五
分
程
の
と

こ
ろ
に
行
人
坂
と
い
う
坂
が
あ
る
。

そ
の
途
中
に
あ
る
大
円
寺
は
天
台

宗
延
暦
寺
派
の
お
寺
。

そ
の
昔
、
本
郷
駒
込
の
八
百
屋

の
娘
お
七
は
、
寺
小
姓
の
吉
三
と

恋
仲
に
な
る
が
引
き
離
さ
れ

「
火
事
に
な
れ
ば
ま
た
合

え
る
」
と
自
宅
に
火
を
放
ち
、

捕
え
ら
れ
て
火
刑
に
な
っ

た
と
い
う
「
八
百
屋
お
七
」

の
話
は
有
名
。
こ
の
吉
三

が
の
ち
に
出
家
し
て
名
を

西
運
と
改
め
、
明
王
院
（
現

在
の
目
黒
雅
叙
園
あ
た
り

に
あ
っ
た
）
に
身
を
寄
せ
て
、

お
七
の
菩
提
を
弔
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
明
王
院

は
そ
の
後
、
廃
寺
と
な
り

西
運
上
人
の
お
墓
や
念
仏
鉦
、

お
七
地
蔵
な
ど
が
隣
り
の

大
円
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
。

目
黒
区
美
術
館

【
目
黒
区
目
黒
2
―
4
―
36
】

地
域
に
息
づ
く
最
も
身
近
な
美

術
館
と
し
て
の
役
割
を
担
う
べ
く
、

一
九
八
七
年
に
目
黒
区
民
セ
ン
タ
ー

の
一
角
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
近
現

代
に
お
け
る
日
本
の
作
家
に
よ
る

美
術
作
品
を
収
集
し
収
蔵
作
品
展

で
公
開
す
る
ほ
か
、
企
画
展
な
ど

も
積
極
的
に
開
催
し
て
い
る
。
貸

出
会
場
と
し
て
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

も
併
設
し
て
お
り
、
作
品
発
表

の
場
と
し
て
も
広
く
活
用
さ
れ

て
い
る
。

次
の
企
画
展
は
、
十
月
八
日（
土
）

〜
十
二
月
十
一
日
（
日
）
の
期
間

中
『
チ
ャ
ー
ル
ズ
＆
レ
イ
・
イ
ー

ム
ズ 

―
創
造
の
遺
産
』
を
開
催
。

月
曜
休
館
。
十
時
〜
十
八
時
（
入

館
は
十
七
時
三
十
分
ま
で
）

▲「目黒のらかんさん」として親しまれている

▲甘藷まつりは毎年10月28日に開催

▲大円寺には石造り五百羅漢像などもある

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
皆
様
の
作
品
発
表

の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

八
・
九
月
の
絵
解
き
に
続
き
十
一
月
以
降

の
計
画
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

え
ふ
け
い
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

水
彩
風
景
画
展
が
八
月
一
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

六
月
に
写
生
旅
行
さ
れ
た
イ
タ

リ
ア
、
ス
イ
ス
の
風
景
を
は
じ
め

国
内
の
社
寺
、
水
辺
な
ど
の
作
品

十
八
点
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
飾
り
、

大
勢
の
方
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
の
防
災
の
中
心
と

な
る
Ｇ
Ｔ
施
設
の
管
理
担
当
者
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
防
火
管
理
協
会

主
催
の
自
衛
消
防
活
動
審
査
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

事
前
に
訓
練
を
重
ね
て
九
月
十

三
日
の
本
番
に
臨
み
健
闘
し
ま
し

た
が
、
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
が
し

ま
し
た
。

東
山
社
会
教
育
館
の
講
座
で
学

ん
だ
人
達
の
写
真
展
で
す
。

先
生
の
作
品
一
点
を
含
め
計
十

八
点
で
計
画
中
で
す
。

期
間
　
十
一
月
二
十
二
日
〜
十
二

月
六
日

Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
商
店
会
で
は
、
秋

の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
タ
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
左
記
の
と

お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時
‥
十
月
九
日
（
日
）
正
午
〜

三
時

内
容
‥
①
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
無
料
。

②
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

③
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

楽
し
い
賞
品
が
一
杯
で
す
。

主
催
‥
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
商
店

会

彩
遊
会
は
、
旅
先
の
ス
ケ
ッ
チ

の
描
き
か
た
講
座
を
一
緒
に
受
け

た
方
々
の
集
ま
り
で
す
。

南
北
イ
タ
リ
ア
地
方
や
ド
イ
ツ

の
旅
な
ど
、
文
字
ど
お
り
旅
先
の

風
景
な
ど
、
七
名
の
方
の
多
彩
な

作
品
が
九
月
十
六
日
か
ら
三
十
日

ま
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
カ
ラ
フ
ル
に

仕
立
て
爽
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け

て
い
ま
し
た
。

長
年
写
真
を
撮
り
続
け
て
こ
ら

れ
た
東
京
税
理
士
会
目
黒
支
部
写

真
部
員
十
八
名
の
写
真
展
で
す
。

風
景
、
花
な
ど
を
被
写
体
に
し

た
力
作
揃
い
で
す
。

期
間
　
十
一
月
七
日
〜
二
十
日

▲水彩の美しさを存分に見せてくれた
　えふけい会展

▲自分の作品の前にお揃いの彩遊会の皆さん

▲昨年10月のオータムフェスティバル風景

▲昨秋GTホールでの
　コンサート風景

写
真
展

ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
！

第
二
回
え
ふ
け
い
会
・
Ｇ
Ｔ
展

彩

遊

会

水

彩

画

展

自
衛
消
防
活
動
審
査
会

①
税
理
士
仲
間
の
写
真
展

②
東
山
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

オ
ー
タ
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｇ
Ｔ
サ
ン
ク
ン

　
広
場
ま
つ
り

Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
商
店
会
で
は
、
こ

の
秋
の
し
め
く
く
り
販
売
促
進
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ジ
ャ
ズ
に
吹
奏
楽
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
輪
投
げ
な
ど
楽
し
い
企

画
が
一
杯
で
す
。

散
歩
が
て
ら
お
出
か
け
下
さ
い
。

お
買
物
も
ど
う
ぞ
。

日
時
‥
十
一
月
六
日
（
日
）

正
午
〜
午
後
四
時

今
回
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
実
施
し
、
チ
ケ
ッ
ト
の

売
上
金
は
全
額
目
黒
区
の
福
祉
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ア
マ
ー
ビ
レ
・
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ

の
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。

Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
は
座
席
数

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｇ
Ｔ

関
係
者
の
み
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
は
、
お
早
め
に
事
務

局
で
お
求
め
下
さ
い
。

日
時
‥
十
月
二
十
八
日
（
金
）

午
後
六
時
三
十
分
開
場

　
　
七
時
開
演

場
所
‥
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

事
務
局
‥
㈱
中
目
黒
ジ
ー
テ
ィ
ー

電
話
　
五
七
〇
四
―
〇
〇
四
六

ア
マ
ー
ビ
レ
・
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ

に
よ
る
楽
し
い
夕
べ

GTエントランス
ギャラリーの催し

9：30～20：00
（日曜は19：30まで）

家
た
ち
の
作
品
紹
介
と
、
彫
刻
の

素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
、
楽
し
め
る

よ
う
願
い
を
込
め
て
つ
く
ら
れ
た

も
の
。
現
在
、
緑
あ
ふ
れ
る
野
外

展
示
場
で
「
第
二
回 

野
外
彫
刻

選
抜
展
」
を
開
催
中
。
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